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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第81号（2021年7月）

問 	 災害対策基本法によると、自らの判断で屋内安全
確保も可能とあるが、安易に選択してしまわない
か。

答  屋内安全確保は「ハザードマップで家屋倒壊等氾
濫想定区域に入っていない」「浸水深より居室が
高い」「水が引くまでの食料・水などの備えが十分」
の3つの条件が確認できた場合に限る。安易な判
断をしないよう十分に啓発をしていく。

問 	 災害時、自らの避難行動を決めておく「マイ・タ
イムライン」を作成するに当たり重要なことは。

答  居住地の災害リスクや防災情報を知り、避難行動
に向けた課題に気付き、どのような避難行動が必
要か家族と一緒に考える場面を作ることが重要。

問 	 法改正で避難勧告と避難指示が一本化されたこと
により、避難指示を発令するタイミングが早くな
るように思うが、迷いや躊躇はないか。

答  避難指示等の情報発信は、たとえ真夜中でも空振
りになろうとも逃げ遅れがないよう、人命を第一
に発信していく。

問 	 外国人への情報発信はどのような取り組みをして
きたか。

答  転入時に渡す多言語の生活ガイドブックや市の
ホームページで災害情報の入手方法を知らせてい
る。また、外国人向け防災アプリ「Safety tips（セ
イフティーチップス）」の周知・普及の徹底を図っ
ている。

問 	 観光客への情報提供として防災情報パンフレット
を観光場所に置く考えはないか。

答  既存のパンフレット
に防災情報を記載す
ることを進めている。
今後はその他のパン
フレットにも、防災
情報にリンクする内
容が記載できないか
検討していく。

自然災害からの犠牲者ゼロの取組について

情報発信はたとえ真夜中でも、空振りになろうとも逃げ遅れが
ないよう、人命を第一に発信していく
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１ 早期注意情報

（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

高齢者等避難※３

避難指示※２

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

早期注意情報
（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

避難準備・
高齢者等避難開始

・避難指示（緊急）
・避難勧告

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

これまでの避難情報等

警戒レベル

緊急安全確保※１

新たな避難情報等

こ う れ い し ゃ と う ひ な ん

ひ な ん し じ

き ん き ゅ う あ ん ぜ ん か く ほ

災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い

災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫

災害の
おそれあり
災害の
おそれあり

気象状況悪化気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ

※１ 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※２ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３ 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難する
　　 タイミングです。

内閣府（防災担当）・消防庁

5 4 3警戒レベル５は、
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

警戒レベル５緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されます。
これからは、

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人は、
警戒レベル３高齢者等避難で
危険な場所から避難
しましょう。

令和３年５月２０日から

避難勧告は廃止です
ひ な ん か ん こ く

避難指示で必ず避難
ひ な ん し じ

警戒レベル

４


